
 

第４回豊島事業関連施設の撤去等検討会次第 

 

日時 平成３１年３月２日（土）１３時～ 

場所 ＴＫＰガーデンシティ京都 ２階 睡蓮 

 

Ⅰ．開会 

 

Ⅱ．審議・報告事項 

 

１．平成 30年度の豊島廃棄物等処理施設撤去等事業の予定（報告） 

 

２．平成 30年度に実施あるいは検討する撤去工事等の概況（報告） 

 

３．直島中間処理施設の撤去等の実施状況（その４）（報告） 

 

４．直島専用桟橋の撤去 

 （１）直島専用桟橋撤去工事の実施状況の概況（報告） 

（２）直島専用桟橋撤去工事の実施計画（審議） 

 

５．豊島事業関連施設の撤去等報告書目次案 

～中間保管・梱包施設及び特殊前処理施設並びに直島中間処理施設～（審議） 

 

Ⅲ．その他 

 

１．「豊島廃棄物等処理事業フォローアップ委員会に係る持ち回り審議のガイドライン」

（報告） 

 

２．豊島廃棄物等処理施設撤去等事業の完了に向けての今後の対応と課題（豊島廃棄物等

処理事業フォローアップ委員会永田委員長提案、意見聴取） 

 

Ⅳ．閉  会 
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平成３０年度の豊島廃棄物等処理施設撤去等事業の予定 

 

１．概要 

第４回豊島廃棄物等処理事業フォローアップ委員会（H30.9.23開催）において審議・承認い

ただいた、平成 30 年度の豊島廃棄物等処理施設撤去等事業の予定を現時点の予定に改訂し、

以下に示す。 

 

２．平成 30年度の豊島廃棄物等処理施設撤去等事業の予定 

（１）副生物の有効利用 

高松スラグステーション等に溶融スラグを保管しており、引き続き、土木用材料として公

共工事等で有効活用していく。 

 

（２）豊島処分地の残存廃棄物等の存否の確認 

追加の確認調査が平成 30年 12月に終了し、また、廃棄物等の一時保管場所の状況を踏ま

え、コンクリートヤードが撤去可能となったことから、未実施であったコンクリートヤード

下の確認調査について今年度中を目途に実施する。 

なお、確認調査の結果、廃棄物等の存在が確認された場合は、「廃棄物等の搬出完了後に

豊島処分地において新たに廃棄物等が見つかった場合の対応マニュアル」に従い対応する。 

 

（３）豊島処分地の地下水浄化対策 

浅い層の地下水については、これまでの概況調査等で汚染状況を把握し、つぼ掘り拡張等

の対策を実施している。 

一方で、深い層の地下水については、Ｄ測線西側では集水井を設置し、揚水処理を実施し

ており、Ｄ測線西側以外のエリアでは、30ｍメッシュの 30区画で排水基準を超過しており、

高濃度汚染地点（②、⑨、㉚）の地下水浄化対策から優先して進めていくこととしており、

化学処理による原位置浄化を実施する際に必要な調査を実施中である。 

 

（４）直島中間処理施設の撤去 

直島中間処理施設については、除去・除染及び一部解体工事が完了しており、平成 31年 3

月 31日をもって有効活用先に譲渡を行う予定である。

○撤 第４回 Ⅱ／１ 

平成３１年３月２日 
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実施済み又は実施予定の工程

検討中の工程

6月 7月 8月

●フォローアップ委員会の開催 ●

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●

5月

●

4月

副成物の有効利用

廃棄物等の存否の確認調査

環境計測・周辺環境モニタリング

高度排水処理施設の運転・管理

地下水・雨水等対策検討会の開催 ●

地下水
浄化対策

Ａ３・Ｂ５地点

Ｄ測線西側

つぼ掘り拡張区画
（FG34付近、北海岸付近）

井戸側設置区画

施設等の撤去

●

直島中間処理施設

直島専用桟橋

●

深い層

豊島事業関連施設の撤去等検討会の開催

既設井戸による揚水浄化

施設等の除去・除染、解体撤去

定期的な環境計測及び周辺環境モニタリング

定期整備定期整備定期整備

製砂スラグの販売 （高松ＳＳ、オリーブＳＳ）

粗大スラグのセメント原料化処理

高度排水処理施設の運転・管理

集水井の設置

撤去作業の準備

確認調査の実施

既設井戸による揚水浄化

追加対策の検討

追加対策の検討

追加対策の検討

汚染状況により浄化対策の検討

つぼ掘りの拡張による浄化

集水井による揚水浄化

井戸側による揚水浄化

化学処理による原位置浄化対策の実施に向けた検討

②⑨㉕㉚の追加調査の実施

施設等の譲渡

確認調査の実施

（コンクリートヤード下）

定期整備

３．平成 30年度の予定（平成 31年３月２日時点） 
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平成 30年度に実施あるいは検討する撤去工事等の概況 

 

１.概要 

豊島及び直島の施設撤去関連工事について、平成 30 年度に実施あるいは検討する撤去工

事等の概況について報告する。 

 

２．平成 30年度に実施あるいは検討する撤去工事等の概況 

（１）直島中間処理施設 

直島中間処理施設の撤去等における実施状況の概況を表１に示す。 

直島中間処理施設の除去・除染については、実施計画に基づき、平成 29 年７月 24 日

から作業を実施し、平成 30年６月 30日に完了した。 

また、除去・除染後の施設（譲渡部分を除く）についても、実施計画に基づき、平成

30年７月９日から解体撤去工事を実施し、平成 31年３月１日に完了した。 

 

表１ 直島中間処理施設の撤去等における実施状況の概況 

施設 平成 30年度の実施内容 実施状況 

直島 

中間処理施設 

除去・除染業務 

○ピット固着物除去、スラグ流し 

別途、除去・除染作業前にピット固着物の

除去及び設備等のスラグ流しを実施済。

（H29.6.17～H29.6.30） 

○堆積物の除去・除染 

平成 29 年５月～６月にかけて発注・入札を

行い、平成 29年７月 14日に豊島事業関連施設

の撤去等検討会の実施計画書の了承を得て実

施済。（H29.7.24～H30.6.30） 

解体撤去工事 

○解体撤去工事 

平成 30 年２月～３月にかけて発注・入札を

行い、平成 30 年７月５日に豊島事業関連施設

の撤去等検討会の実施計画書の了承を得て実

施済。（H30.7.9～H31.3.1） 

○撤 第４回  Ⅱ／２ 

平成３１年３月２日 
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（２）豊島処分地内関連施設 

豊島内施設撤去関連工事の第Ⅰ期工事における実施状況の概況を表２に示す。 

橋梁式新設運搬路（表２の番号 28-1）について、平成 30 年６月 29 日に撤去工事が完

了した。 

なお、処分地進入路の排水路（同 9）、貯留トレンチ（同 10）及び送水管(貯留トレンチ

～活性炭吸着槽)（同 18）は、引き続き豊島処分地内の水管理に用いているため、撤去の

実施時期は、地下水浄化対策の状況により判断することなる。したがって、適切な時期に

第Ⅰ期工事におけるこれらへの対応について見直しを行うこととする。 

 

表２ 豊島内施設撤去関連工事の第Ⅰ期工事における実施状況の概況 

番号 施設 平成 30年度の実施内容 実施状況 

5 排水路 無し 実施済（H29.7.3～H29.12.8） 

27 見学者階段及び転落防止柵 無し 実施済（H29.5.18～H29.5.31） 

28－1 橋梁式新設運搬路 撤去工事 実施済（H29.7.3～H30.6.29） 

28－2 新設運搬路 無し 実施済（H29.4.28～H29.5.26） 

29 混合ヤード 無し 実施済(H29.4.28～H29.5.16) 

30 仮置ヤード 無し 実施済(H29.4.28～H29.5.16) 

31 溶融助剤置場 無し 実施済（H29.4.19～H29.5.1） 

9 処分地進入路の排水路 
実施時期は地下水浄化対策

の状況による。 

未実施 

（今後、見直しを行った上で対

応を検討する。） 

10 貯留トレンチ 
実施時期は地下水浄化対策

の状況による。 

未実施 

（今後、見直しを行った上で対

応を検討する。） 

18 
送水管(貯留トレンチ～活

性炭吸着槽) 

実施時期は地下水浄化対策

の状況による。 

未実施 

（今後、見直しを行った上で対

応を検討する。） 

19-2 A3井戸 

この地点の地下水浄化が完

了しておらず、撤去は実施

しない。 

― 

19－3 B5井戸 

この地点の地下水浄化が完

了しておらず、撤去は実施

しない。 

― 

25 日通の倉庫 

日通所有の倉庫であり、当

該会社により平成 29 年度

中に撤去工事が行われた。 

実施済(H29.9.11～H29.9.25) 
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（３）その他 

その他の撤去工事における実施状況の概況を表３に示す。 

直島側の専用桟橋について、発注仕様書の作成を行うとともに 11 月に発注・入札を行

った。 

今回、受託者から、「直島専用桟橋撤去工事の実施計画書」の提出があったことから、

豊島事業関連施設の撤去等検討会において審議・承認を得て工事を実施する予定としてい

る。 

 

表３ その他の撤去工事における実施状況の概況 

施設 工事の内容 平成 30年度の実施内容 実施状況 

スラグ 

ステーション 

坂出ならびに高松のスラ

グステーションの撤去を

行う。 

坂出は平成 29年 10月に

工事を開始し平成 30 年

3 月上旬に完了した。高

松は販売終了後に工事

を行う。 

実施済（坂出） 

(H29.10.25 ～

H30.3.10) 

未実施（高松） 

処分地内の 

応急的な整地 

処分地内の地下水対策と

安全対策に伴う応急的な

整地に関する工事である。 

平成 29年 11月に工事を

開始し平成 30年 10月下

旬に完了した。 

実施済 

(H29.11.27 ～

H30.10.31) 

直島側の 

専用桟橋 

直島中間処理施設及び関

連施設撤去関連工事の一

環として専用桟橋の撤去

を行う。 

平成 30 年 9～10 月にか

けて発注仕様書の作成

を行い、11月に発注・入

札を行った。今後、豊島

事業関連施設の撤去等

検討会の実施計画書の

了承を得て工事を実施

予定。 

実施中 

(H30.12.18 ～

H31.9.30) 
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３．今後の実施予定 

（１）直島中間処理施設 

直島中間処理施設については、除去・除染及び一部解体撤去工事が完了したことから、

平成 31年３月 31日をもって有効活用先への譲渡を行う予定である。 

 

（２）豊島処分地内関連施設 

配管、貯留トレンチ及び送水管(貯留トレンチ～活性炭吸着槽)の撤去については、地

下水浄化対策の状況により実施時期を判断し、適切な時期に発注を行うこととしている。 

 

（３）その他 

直島側の専用桟橋については、今後、豊島事業関連施設の撤去等検討会の実施計画書

の了承を得て工事を実施する予定としている。 
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直島中間処理施設の撤去等の実施状況（その４） 

 

１．概要 

直島中間処理施設の撤去等について、第３回豊島事業関連施設の撤去等検討会（H30.3.18

開催）以降の撤去等の実施状況について報告する。 

 

２．これまでの手続き状況 

これまでの直島中間処理施設の撤去等の手続き状況は、表１のとおりである。 

 

表１  直島中間処理施設の撤去等の手続き状況 

 除去・除染業務※ 解体撤去工事等 

撤去等の実施事業者 ㈱ピーエス三菱 ㈱合田工務店 

工期 H29.6.30（契約）～H30.6.30 H30.3.23（契約）～H31.3.1 

手

続

き

の

状

況 

発注仕様書の作成 H29.5.8 H30.1.31 

発注仕様書の審議 

第 45回豊島廃棄物等管理委

員会で発注仕様書の作成方針

について審議済み（H29.4.16） 

第 45回豊島廃棄物等管理委

員会で発注仕様書の作成方針

について審議済み（H29.4.16） 

入札公告 H29.5.9～H29.5.23 H30.2.2～H30.2.23 

実施事業者の決定 H29.6.30 H30.3.13 

実施計画書の審議 
第 46回豊島廃棄物等管理委

員会後の持ち回り（H29.7.11） 

豊島事業関連施設の撤去等検

討会委員の持ち回り

（H30.6.30） 

作業環境測定の実施 

H29.10.25～27、 

H29.12.18～20、 

H30.2.13～14、H30.4.2 

H30.5.30 

H30.8.30 

環境計測の実施 

(作業前)H29.7.11～12 

(除去・除染中)H29.11.30～

12.1 

（解体撤去中）H30.8.20～21 

（解体撤去後）（H31.3予定） 

※別途、除去・除染前にピット固着物の除去及び設備等に対するスラグ流し運転を実施済み。 

○撤 第４回 Ⅱ／３ 

平成３１年３月２日 
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３．直島中間処理施設の除去・除染業務及び解体撤去工事等の実施状況 

(１）直島中間処理施設の除去・除染業務 

１）概要 

直島中間処理施設の除去・除染については、実施計画に基づき、平成 29 年７月 24

日から作業を実施しており、溶融炉については解体しながらの除去・除染作業を含め、

平成 30年６月 30日に完了した。工事の状況について写真１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①溶融炉跡地(破線部）６階より H30.6.12撮影 ②溶融炉投入コンベヤ  H30.6.12撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③キルンガス冷却室（内部）H30.6.12撮影     ④ボイラー（内部）H30.6.12撮影 

写真１ 直島中間処理施設の除去・除染作業後の状況 

 

２）除染完了確認調査の実施 

設備等の除染完了の確認については、「Ⅲ.2 堆積物の除去・除染作業ガイドライン」

に従い、各設備等において作業監督者が除染作業の終了を目視により判断したうえで除

染完了確認調査を実施しており、除染完了の判断基準以下であれば、除去・除染作業を

完了することとしている。除染完了確認調査の状況を写真２に示す。 

実施計画に基づき調査を行った結果、表２のとおり、除染完了確認調査について 35試

料で実施し、検査結果が判明し除染完了基準以下であった 18試料については第３回豊島

事業関連施設の撤去等検討会において報告済である。今回、除染完了確認調査について

検査結果が判明し除染完了基準以下であった残りの 17 試料の設備等について堆積物な

しと判定し、全ての設備について除染作業を完了した。 
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ダイオキシン類 PCB 鉛

No. 設備等 材質 (pg-TEQ/L) (mg/L) (mg/L)

① 粗大物搬送コンベヤ 金属 H30.1.18 0.50 <0.0005 <0.005

② 粗破砕機 金属 H30.1.18 0.19 <0.0005 <0.005

③ 1号　可燃物供給ホッパ 金属 H30.1.18 0.37 <0.0005 <0.005

④ 1号　不燃物供給ホッパ 金属 H30.2.7 0.0003 <0.0005 <0.005

⑤ 金属 H30.1.29 0.072 <0.0005 <0.005

⑥ 金属 H30.1.29 0.0017 <0.0005 <0.005

⑦ ゴム H30.2.1 0.0020 <0.0005 <0.005

⑧ ゴム H30.2.1 0.0012 <0.0005 <0.005

⑨ 2号　第１溶融炉投入コンベヤ 金属 H30.1.29 0.0017 <0.0005 <0.005

⑩ 2号　第２溶融炉投入コンベヤ ゴム H30.2.1 0.0015 <0.0005 <0.005

⑪ 金属 H30.2.16 0.30 <0.0005 <0.005

⑫ 金属 H30.2.23 0.00013 <0.0005 <0.005

⑬ 1号　溶融炉後燃焼室 金属 H30.2.23 0.0010 <0.0005 <0.005

⑭ 1号　溶融炉ボイラー 金属 H30.3.6 0.15 <0.0005 <0.005

⑮ 2号　溶融炉 金属 H30.2.23 0.00074 <0.0005 <0.005

⑯ 2号　溶融炉ボイラー 金属 H30.3.6 3.5 <0.0005 0.015

⑰ 1号　溶融炉ガス冷却室 金属 H30.2.27 0.00075 <0.0005 <0.005

⑱ 2号　溶融炉ガス冷却室 金属 H30.2.27 0.00050 <0.0005 <0.005

⑲ １号　溶融炉バグフィルター 金属 H30.3.6 0.019 <0.0005 <0.005

⑳ 2号　溶融炉バグフィルター 金属 H30.4.3 0.94 <0.0005 0.020

㉑ 溶融飛灰貯留槽 金属 H30.2.27 0.000075 <0.0005 0.010

㉒ 1号　溶融炉触媒塔 金属 H30.4.3 0.94 <0.0005 0.030

㉓ 2号　溶融炉触媒塔 金属 H30.4.3 0.027 <0.0005 <0.005

㉔ 1号 溶融炉煙突下部（誘引送風機） 金属 H30.5.8 0.00079 <0.0005 <0.005

㉕ 2号 溶融炉煙突下部（誘引送風機） 金属 H30.5.8 0.018 <0.0005 <0.005

㉖ １号　第１スラグコンベヤ 金属 H30.2.2 0.0044 <0.0005 <0.005

㉗ １号　第２スラグコンベヤ 金属 H30.2.2 0.00073 <0.0005 <0.005

㉘ キルン供給ホッパ 金属 H30.2.7 0.00096 <0.0005 <0.005

㉙ キルン投入コンベヤ 金属 H30.2.2 0.22 <0.0005 <0.005

㉚ ロータリーキルン 金属 H30.2.7 0.00023 <0.0005 <0.005

㉛ キルン後燃焼室 金属 H30.2.16 0.00072 <0.0005 <0.005

㉜ キルンガス冷却室 金属 H30.2.16 0.00048 <0.0005 <0.005

㉝ キルンバグフィルター 金属 H30.2.5 3.4 <0.0005 <0.005

㉞ キルン触媒塔 金属 H30.2.5 0.00026 <0.0005 <0.005

㉟ キルン第１残渣コンベヤ 金属 H30.2.5 0.00080 <0.0005 <0.005

10 0.003 0.1

1号　第１溶融炉投入コンベヤ

1号　第２溶融炉投入コンベヤ

1号　溶融炉

調査日

調査結果
調査箇所

前処理
系統

溶融炉
投入系

溶融炉、
後燃焼室、
ボイラ設備

ロータリー
キルン

設備系統

除染完了の判断基準

ガス
冷却設備

飛灰処理
設備

煙道設備

煙突設備

スラグ
ライン

 

 

 

 

 

 

 

 

①除染完了確認調査の実施状況         ②除染完了確認調査の実施状況（拡大） 

写真２ 除染完了確認調査の状況 

 

表２ 除染完了確認調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※網掛けは、第３回豊島事業関連施設の撤去等検討会にて報告済みである。 
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３）除去・除染中の作業環境測定の実施 

第２回豊島事業関連施設の撤去等検討会において、10 月 25 日～27 日に作業環境測

定を実施した結果、一部の管理区域で空気中のダイオキシン類濃度が管理濃度である

2.5pg-TEQ/m3 を超過していたことを報告済みであり、測定結果を踏まえ、撤去等の基

本方針等に基づき、作業場を第２又は第３管理区域とし、作業従事者には、レベル２

又はレベル３の保護具を着用させるとともに、管理区域内はミスト等で散水を行い、

湿潤状態を確保して作業を実施してきた。 

第３回豊島事業関連施設の撤去等検討会において、平成 29年 12月 18日～20日に実

施した２回目の除去・除染中の作業環境測定の結果、全ての測定で管理濃度を満足し

ていたことを報告済みであり、撤去等の基本方針等に基づき、デジタル粉じん計を設

置して測定項目との相関を把握し、管理区域の決定に用いているところであるが、引

き続き、管理区域内の湿潤状態を確保して粉じんの飛散を抑制させるとともに、作業

従事者には安全側をとってレベル２以上の保護具を着用させて作業を実施してきた。 

その後、３回目の作業環境測定を平成 30 年２月 13 日～14 日に、４回目の作業環境

測定を４月２日に、5回目の作業環境測定を５月 30日に実施した結果、２回目の除去・

除染中の作業環境測定と同様に、全ての測定で管理濃度を満足していた。（別紙１の表

２参照） 
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(２）直島中間処理施設の解体撤去工事等 

１）概要 

一部解体撤去工事については、受託者から、業務の実施体制や具体的な作業方法及

び作業工程等を記載した業務実施計画の提出があった。本実施計画について県が審査

するとともに、豊島事業関連施設の撤去等検討会の各委員の了承を得たうえで、平成

30 年 7月９日から作業を実施しており、縁切された配管等の補修を含め、平成 31 年 3

月 1日に完了した。工事の状況を写真３に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装解体中（南東側から） H30.10.23    ②外装解体中（西側から） H30.10.29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装解体中（南東側から） H30.11.6    ④外装解体中（西側から） H30.11.20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤外装解体完了（南東側から）H30.12.11   ⑥外装補修中（南側から） H31.2.8 

写真３ 直島中間処理施設の一部解体撤去工事の状況 
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２）一部解体撤去期間中の作業環境測定の実施 

平成 30年 8月 30日に作業環境測定を実施した結果、空気中の粉じん濃度が管理濃度

(0.9mg/m3)を超過していたが、ダイオキシン類を含む項目については管理濃度を満足して

おり、第 2管理区域の結果であった。（別紙１の表３参照） 

作業時の保護具の選定及び管理は、「Ⅲ.１作業従事者の安全確保ガイドライン」に従

い、保護具のレベルを上げて対応しており、作業従事者には解体撤去工事開始時におい

て、安全側をとってレベル１より上げて、レベル２の保護具を着用させて作業を実施し

た。なお、作業従事者には保護具の着用を徹底させるとともに、管理区域内は散水を行

い、湿潤状態を確保して、粉じんの飛散を抑制させた。作業環境対策の状況を写真４に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①管理区域内の湿潤化            ②レベル２保護具の着用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③レベル２保護具の着用状況（非溶断時)   ④レベル３保護具の着用状況（溶断時） 

写真４ 作業環境対策の状況 
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（３）健康管理委員会委員による職場巡視の実施 

除去・除染業務においても同様に行っていた健康管理委員会委員による職場巡視を、

平成 30年９月３日及び 12月 19日に実施し、除去・除染中や一部解体撤去期間中の

作業環境測定結果や、結果を踏まえた作業環境対策について報告するとともに、一部

解体撤去の状況についてご確認いただいた。職場巡視の状況を写真５に示す。 

保護具の着用状況の管理や作業後における保護具の取外し及び保守点検等につい

ては、要綱及び撤去等の基本方針等に従い確実に実施しているが、須那健康管理委員

会委員長から、今後も保護具の着用を徹底して行い、保護具着用を適切に行えるよう

教育をするよう助言があった。この指摘も踏まえ、作業従事者への教育を定期的に実

施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①有効活用を予定している施設の状況の確認 ②解体撤去の状況の確認（北西より撮影） 

（粗破砕機室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③有効活用を予定している施設の状況の確認 ④有効活用を予定している施設の状況の確認 

（南西より撮影）             （南東より撮影） 

写真５健康管理委員会委員による職場巡視の状況 H30.12.19撮影 
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（４）解体撤去期間中の環境計測の実施 

解体撤去期間中の環境計測を平成 30年 8月 20日～21日に実施し、直島施設の境界

における夜間及び朝の騒音が前回の環境計測と同様に夜間の評価基準 60dB(A)、朝の評

価基準 65dB(A)を超過していたが、当該施設は、稼働する工場の敷地内に立地してい

ることや、夜間は一部解体撤去工事を実施しておらず、負圧集じん機の稼働も停止さ

せていることから問題ないと判断した。その他の項目は、評価基準値を満足していた。

（別紙２の表５～８参照） 

 

４．今後の実施予定 

直島中間処理施設については、除去・除染及び一部解体撤去工事が完了したことから、

今後、委員又は技術アドバイザーによる撤去完了の確認をいただくとともに、平成 31年３

月 31日をもって有効活用先への譲渡を行う予定である。 

 



 

 

直島中間処理施設の撤去等に係る作業環境測定結果 

 

 

１．直島中間処理施設の撤去等に係る作業環境測定結果 

（１）撤去等実施前の作業環境測定結果（直島） 

（平成 29 年４月 24 日、６月 13 日 環境保健研究センター調査）  

○撤去等実施前の作業環境測定において、管理濃度を満足していた。  

 

（２）除去・除染中の作業環境測定結果（直島） 

（平成 29 年 10 月 25～27 日、12 月 19～20 日  受託者調査） 

（平成 30 年 2 月 13～14 日、4 月 2 日、5 月 30 日 受託者調査） 

○10 月 25 日～27 日に作業環境測定を実施した結果、空気中のダイオキシン類

濃度が管理濃度を超過していた。また、粉じんや鉛及びその化合物についても

管理濃度を超過していた。  

○12 月 18～20 日に作業環境測定を実施した結果、全ての測定において管理濃度

を満足していた。  

○2 月 13 日～14 日、4 月 2 日及び 5 月 30 日に作業環境測定を実施した結果、全

ての測定において管理濃度を満足していた。  

（３）解体撤去中の作業環境測定結果（直島） 

（平成 30 年８月３０日 受託者調査） 

○8 月 30 日に作業環境測定を実施した結果、空気中の粉じん濃度が管理基準濃

度を超過していた。  

〇その他項目は、管理濃度を満足していた。（表３） 

 

 

※下線部が、今回新たに報告する箇所である。  

 

資料３   別紙１ 



１．直島中間処理施設の撤去等に係る作業環境測定結果 

（１）撤去等実施前の作業環境測定結果（直島） 

 

表１ 撤去等実施前の作業環境測定結果（直島） 

施

設

名 

測定場所 測定日 

粉じん ダイオキシン類 

ＰＣＢ 鉛 管理 

区域 

A 測定（換算値）  

B 測定 

A 測定（換算値） 

B 測定 幾何平

均値 

第 1 評

価値 

第 2 評

価値 
D 値 

幾何平

均値 

第 1 評

価値 

第 2 評

価値 

mg/m3 pg-TEQ/m3 mg/m3 mg/m3 

中

間

処

理 

施

設 

⑧溶融炉室 H29.4.24 0.046 0.210 0.070   4.746 0.217 0.996 0.333   <0.001 <0.005 第 1 

⑤＋⑥ 

プラットホ

ーム（３

階） 

H29.6.13 0.074 0.344 0.114   2.063 0.152 0.710 0.236   ― ― 第 1 

H29.4.24 0.123 0.878 0.251 7.6 20.000 2.457 17.566 5.021 3.1 <0.001 <0.005 第 3 

⑨ロータリ

ーキルン 
H29.4.24 0.085 0.305 0.115  1.687 0.144 0.514 0.194   <0.001 <0.005 第 1 

※  H29.4.24 は、プラットホーム（３階）において廃棄物等の均質化作業を実施していた。  

※  網掛けが報告済みである。  

※  赤字が管理濃度超過である。  

 



1

1

1

2

3

2

1

2

3 　［1F］ コンベヤ室　＋　［2F］ 前処理スクリーン室 

1

2

3

4

1

2

5

1

2

6 　［3F］ 前処理設備投入ﾎｯﾊﾟｰｽﾃｰｼﾞ、 可燃物コンベヤ室 

1

2

3

7 　［4F］ サイクロン、　バグフィルター 

1

2

2

8

1

2

3

4

9

1

2

3

10

1

―― ― ― ―

― ―

― ― ―

――

0.006

― ―

―

2018/2/13 0.27 38.9

0.046 ― ― ― ―

―

―

第1 第2

2018/2/13 0.11
0.042

(mg/m3)
―

　除去中　［ ２回目 ］ 1.98 第1 第1

0.005

― ― ― ― ― ―1.8 第3 6.1 第3 第3 ＜0.001 ＜0.001 0.006 0.02258

第1 0.25 第1 第1

0.001

―＜0.005 ＜0.005

0.45 第1 第2

　除染中

73.0 第1 ＜0.001 ＜0.0010.050 0.0007 0.039 2.21 0.14 0.053 第1 0.11 第1　除去中 2017/10/26 1.0 76.1 0.013 0.72 2.21 2.6 0.99○ 第2 2.0

105.8 0.067 0.0006 0.067 1.20 0.21 0.086 第1 0.065 第1 第1

0.15 第1 第１

＜0.001

＜0.001

＜0.001

＜0.0012018/2/13

― ― ― ― ― 0.11 第1 第１ ―

第3 第3

― ― ―

0.08 第1 第１

2018/2/13 0.27
0.0076

(mg/m
3
)

― ― ― ― ― ― 0.27 第1 第１

2018/5/30 0.081 12.3 0.0066 0.08 1.12 0.25 0.1 第1

17 5.6

40.8 0.0044 0.18

― ― ―

RCF

　北　棟

管理濃度

0.3(ｆ/ｃｍ3)

― ― ―

0.008 第1 第1

― ― ―

0.003 第1 第1

―

第1 0.10 第1 第1

第3 29 第3 第3

0.0069 0.22 1.98 0.66 0.28

― ― ―

第１

2018/2/14 0.46 26.0 0.018 0.38 1.97 1.1 0.49 第1 0.40 第1 第1

＜0.005

0.035 第1 0.025 第1

8.2 2.69 41 14

＜0.001 ＜0.001 ＜0.005 ＜0.005 ― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ――

― ― ―

― ―

――

― 5.4

―

――

―

―

― ―

―

― ―

―

―

― ― ―

―

―

― ―

― ― ―

― ― ―

―

第1 0.037 第1 第1 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.005 ＜0.005 ―

＜0.005 ＜0.005 ― 0.006

第3

第1

第1 ＜0.001 ＜0.001

＜0.001 ＜0.001

＜0.001 ＜0.001

―

＜0.005

＜0.005第1

第1

　除去中 2017/12/19 0.071 31.4 0.0023 0.072 1.97 0.21 0.090○ 第1 0.067 第1 第1 32.1 0.042 0.0013 0.040 1.97 0.12 0.051

0.006 ― ― ― ―

　誘引通風機室

0.29 0.097 第1 0.73 第1 第1 ＜0.001 ＜0.001 0.18第3 42 第3 第3 604.2 0.625 0.0010　除去中　［ １回目 ］ 2017/10/27 19

0.17

　［ ２回目 ］ ＆ 触媒塔
　　　 触媒除去作業中

2017/12/18 0.096 48.1 0.0020 0.098 2.14 0.34 0.14

　南　棟

　除去中　［ １回目 ］ 2017/10/27

　除去中　［ ２回目 ］ 2017/12/20 0.13 22.9 0.0057 0.13 1.98 0.38 0.16 0.073

第1

第31.42.2 0.64 第232 第3 第3 第3 819.0 0.858 0.0010 0.28 3.59

39.4

19.3

0.050

　除去中　［ １回目 ］ 2017/10/26 12 36 14 469.5 0.942 0.0020 0.87 2.12

○

110

1.2 第3 2.4 第3 第3

　ロータリーキルン 

0.0013 0.063 2.14 0.22

　除染中

第1 0.14 第1 第1

　耐火物撤去作業中 ○

0.085 第1 0.066

1.2

○

○

69

0.06 第1 第1 ― ―

0.030 0.024 ― ― ―

0.050 0.0026 0.057 1.98 第1 0.065 第1 ―

＜0.001 ＜0.001

○

○

○

―

3.0

― ― 0.046 第1 第1 ＜0.001

＜0.005 0.012

＜0.005 ―

＜0.001 ＜0.0010.0012 0.038 0.048 第1 0.044

＜0.001

0.1138.9 0.046

0.27 2.08 0.91 0.36 第2 ＜0.001 ―

○ 0.05 0.02 第1 0.02 第1

第3 5.5 第3 第3 269.3 0.483 0.0018 0.007 ―2017/10/26 5.6 255.4 0.022 3.3 2.08 11 4.4○

0.16 第1 第1 16.4 0.017 0.0011

0.0012　除去中　［ ２回目 ］ 0.13 第1 0.090 第1 第1 21.0 0.025

第1

2.35 47 17 第3

―

1.817 0.0022 1.2 2.35 4.9　除去中 ○ 2017/10/26 14 675.3 0.021 12

2017/12/20 0.096 22.5 0.0043 0.097 2.01 0.30

　作業完了後 2018/5/30 0.15 16.4 0.0092 0.13 1.19 0.40 0.16 0.01 1.19 第1

― ― ― ―

833.3

―＜0.005 ＜0.005 ―

第1

第1 0.018 0.014 ― ― ―＜0.001 ―

＜0.005 0.006 ―

7.2 214.8

―

＜0.001第3 15 第3 第3 256.2 0.317 0.0012 0.29 2.69 1.4

0.090

0.48 第2 0.54

0.027 2.01 0.085

○ 第1 0.21 第1 第1

― ― 0.054 第1 第1

47.4 0.092 0.0019 0.089 第10.27 0.12

―

1.97 第1 0.091 第1

― ― ― ―0.050

― ―

―

― ― ―0.21 1.97 0.62 0.27

169.1 0.108 0.0006 ― ―0.12 第1 第1

＜0.001 ＜0.001 ＜0.005 ＜0.005 ―

― ―

＜0.001 ＜0.001

　
除
去
作
業
中

「
耐
火
物

」
撤
去
作
業
中

「
触
媒

」
除
去
作
業
中

　除去中　［ ２回目 ］ 2017/12/19 0.22 49.5 0.0044

16 6.6 第3 7.5 第3 第3 ＜0.001　除去中　［ １回目 ］ 2017/10/25 40 1576.4 0.025 40 2.06 130 52○ 第3 58 第3 第3

B測定

(本/L) (本/L)

管理
区分

(ｆ/ｃｍ3) 評 価

管理濃度
300(本/L)

No. 測定場所 測定日

ダイオキシン　　 粉じん　　　 PCB Pb Cr

(pg-

TEQ/m3)
評 価

管理濃度　2.5 (pg-TEQ/m3） 管理濃度　0.9 (mg/m3）
管理濃度

0.01(mg/m3)

管理濃度

0.05(mg/m3)

管理濃度

0.05(mg/m3)

併行測定 A測定

(mg/m3) (mg/m3)

作業内容

　
作
業
完
了
後

相対濃度

(cpm)

質量濃度

(mg/m3)
K 値

代表点
付 近
測 定

発生源
付 近
測 定

代表点
付 近
測 定

発生源
付 近
測 定

DXNs

(pg-

TEQ/m3)

総粉じん

(cpm)
D 値

幾何平均

(pg-

TEQ/m3)

幾何

標準偏差

第１

評価値

(pg-

TEQ/m3)

B測定

管理
区分

代表点
付 近
測 定

発生源
付 近
測 定

代表点
付 近
測 定

発生源
付 近
測 定

(mg/m3) (mg/m3)

併行測定 A測定 B測定

管理
区域

幾何平均

(mg/m3)

幾何

標準偏差

第１

評価値

(mg/m3)

第２

評価値

(pg-

TEQ/m3)

評 価

　［ ２回目 ］ ＆ 触媒塔
　　　 触媒除去作業中

2017/12/18

○

○

○

○

0.23

　除去中　［ ２回目 ］ 2017/12/20 0.14 48.3 0.0029 0.11 1.97 0.33 0.14

0.034

　除去中　［ １回目 ］

○

　［1F］ 破砕機室 

　［2F］ 押込送風機室 

　［3F］ 溶融炉ﾎｯﾊﾟｰｽﾃｰｼﾞ 

　作業完了後

　溶融炉室 

第２

評価値

(mg/m3)

評 価 (mg/m3) 評 価 (mg/m3) (mg/m3)

＜0.001 0.057

　［1F］ 粗破砕機室

1088.2 3.442 0.0032 5.1 2.06

― 0.054 ― ― ―― ― ― ― ― 0.38 第１

第1 ―0.022 第1 第1

0.094 1.97 0.28 0.12 第1

第1 0.13 第1 第1 42.7 0.083 0.0019

　除染中 2018/2/14 0.38
0.34

(mg/m3)
―

26.0 0.025 0.0010 0.021 1.97 0.064 0.027

　除去中　［ １回目 ］ 2017/10/25

　除去中　［ １回目 ］ 2017/10/25 5.7 175.5 0.032 5.0 1.97 15 6.3 第3 6.7 第3 第3

＜0.005　作業完了後 ○

0.072 1.97 0.22 0.091 第1 第1 第1 ＜0.001 ＜0.001

第2

○

＜0.005 ＜0.005第1 0.045 第1 第1 ＜0.001 ＜0.0012.01 0.12 0.0532.01 0.56○ 第1 0.20 第1 第1 42.70.18

―

― ― ―

0.042

― ― 0.017 第1　除染中

＜0.001 ＜0.001 ＜0.005

―

○

○

507.7 0.024 10

― ― ―

― ― ― ―

―

0.005 ― ― 0.005 第1 第1

― ――

―

0.017 ― ― ―

― ― 0.013 第1

0.0010 0.041

0.061 2.60

0.013 ―

― ― ―

― ― ― ― ― ―

―

＜0.005 ＜0.005 ―

0.13 0.22 ― 0.021

―

―

＜0.005

0.53 第1 0.40 第1 第１

＜0.001 ＜0.005

　
除
染
作
業
中

○

○

12.3 0.0608 0.005 0.06 1.12 0.19 0.08 第1

○

2018/4/2 0.39
105.8　　（ｃ

ｐｍ）
0.0037 0.42 1.20

2.12

330.1 0.058 3.5 2.60

0.15
0.0077

(mg/m
3
)

― ― ―

22 446.2 0.049 14 3.59

（２）除去・除染中の作業環境測定結果（直島） 

表２除去・除染中の作業環境測定結果（直島） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１  網掛けが報告済みである。  

※２  赤字が管理濃度超過である。 



中間処理施設
南　　棟

2018/8/30

測定場所 測定日

併行測定 A測定 B測定

管理
区域

相対濃度

(cpm)
評 価

(ｆ/ｃｍ

3)
評 価

質量濃度

(mg/m3)
K 値

幾何平均

(ｆ/ｃｍ

3)

幾何

標準偏差

第１

評価値

(ｆ/ｃｍ

3)

第２

評価値

(ｆ/ｃｍ

3)

測定項目

リフラクトリー
セラミックファイバー

管理濃度
0.3(ｆ/ｃｍ3)

1.0- - - 0.030 第10.090 0.037 第1 0.030 第1

（３）解体撤去中の作業環境測定結果（直島） 

表３解体撤去中の作業環境測定結果（直島） 

 

 

 

 

 

 

 

※  赤字が管理濃度超過である。  

測定場所 測定日

併行測定 A測定 B測定

管理
区域

DXNs

(pg-

TEQ/m3)

第1

評 価
(pg-

TEQ/m3)
評 価

0.21 62 0.0034 0.14 1.5

総粉じん

(cpm)
D 値

幾何平均

(pg-

TEQ/m3)

幾何

標準偏差

第１

評価値

(pg-

TEQ/m3)

第２

評価値

(pg-

TEQ/m3)

0.52 0.19 第1 0.16 第1

測定項目

ダイオキシン類
管理濃度

2.5 (pg-TEQ/m3）

中間処理施設
南　　棟

2018/8/30

第1

中間処理施設
南　　棟

2018/8/30

0.005 1.0 0.015 0.01 第1 0.0050
クロム

管理濃度
0.05(mg/m3)

- - -

0.0051 1.1
鉛

管理濃度
0.05(mg/m3)

- - -

第1

1.0 0.006 0.03 第1

0.015 0.0064 第1

PCB
管理濃度

0.01(mg/m3)
- - - 0.0020 第1 第1

第1 第1

0.002

0.005

第２

評価値

(mg/m3)

測定項目

第2
粉じん

管理濃度
0.9 (mg/m3）

62 0.65 0.01 0.44 1.5 1.6 0.60 第2 0.48 第1

測定場所 測定日

併行測定 A測定 B測定

管理
区域

相対濃度

(cpm)
評 価 (mg/m3) 評 価

質量濃度

(mg/m3)
K 値

幾何平均

(mg/m3)

幾何

標準偏差

第１

評価値

(mg/m3)
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直島中間処理施設の撤去等に係る環境計測結果 

 

 

１．直島中間処理施設の撤去等に係る環境計測結果 

（１）除去・除染中の施設の境界における環境計測結果（直島） 

（平成 29年 11月 30日、12月 1日 環境保健研究センター調査） 

○直島の施設の境界における夜間及び朝の騒音が、評価基準値を超過していた。 

○その他の項目は、評価基準値を満足していた。 

 

 

（２）解体撤去工事中の施設の境界における環境計測結果（直島） 

（平成 30年 8月 20日、21日 環境保健研究センター調査） 

○直島の施設の境界における夜間及び朝の騒音が、評価基準値を超過していた。 

○その他の項目は、評価基準値を満足していた。（表５～８） 

 

※１下線部が、今回新たに報告する箇所である。 

※２赤字が、基準を超過していた。 

資料３   別紙２ 
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（単位：ｄＢ）

時刻
時間の
区分

12時 ≦20 21 ≦20

13時 22 23 ≦20

14時 22 24 ≦20

15時 21 22 ≦20

16時 21 22 ≦20

17時 ≦20 ≦20 ≦20

18時 ≦20 ≦20 ≦20

19時 ≦20 ≦20 ≦20

20時 ≦20 ≦20 ≦20

21時 ≦20 ≦20 ≦20

22時 ≦20 ≦20 ≦20

23時 ≦20 ≦20 ≦20

24時 ≦20 ≦20 ≦20

1時 ≦20 ≦20 ≦20

2時 ≦20 ≦20 ≦20

3時 ≦20 ≦20 ≦20

4時 ≦20 ≦20 ≦20

5時 ≦20 ≦20 ≦20

6時 ≦20 ≦20 ≦20

7時 ≦20 ≦20 ≦20

8時 22 23 ≦20

9時 22 24 21

10時 22 23 ≦20

11時 21 23 ≦20

備考：１．定量下限は、20dBである。
　　　：２．平均値は、相加平均である。
　　　：３．評価基準値はＬ１０において昼間６５dB、夜間６０dB

昼

L50 L10 L90

昼 21 22 ≦20

夜 ≦20 ≦20 ≦20

時刻
時間の
区分

時間の
区分

12時 62 64 61 62

13時 62 65 61 63

14時 61 64 60 62

15時 61 64 60 62

16時 60 63 58 61

17時 58 61 57 58

18時 58 62 57 59

19時 59 62 57 59

20時 58 62 56 59

21時 58 62 56 59

22時 58 62 56 59

23時 58 62 57 59

24時 58 62 57 59

1時 58 62 57 59

2時 58 62 57 59

3時 58 62 56 59

4時 58 62 56 59

5時 58 63 56 61

6時 58 61 56 58

7時 60 66 58 65

8時 62 64 60 62

9時 62 65 61 63

10時 62 65 61 63

11時 61 63 60 62

備考：１．L50、L5及びL95の平均値は、相加平均である。
　　　：２．Leqの平均値は、パワー平均である。
　　　：３．昼の平均値(Leq)は、朝・昼間・夕の時間帯についての平均である。
　　　：４．評価基準値はＬ5において昼間70dB(A)、朝・夕65dB(A)、夜間60dB(A)

夜

昼間

朝 59 64 57

昼

夜間 58 62 57 59

昼 62

昼間 61 64 60

夕 58 62 56

（単位：ｄＢ(A)）

L50 L5 L95 Leq

天候 風向（風速：m/sec)

曇 －

＜硫黄化合物＞ （単位：ppm(v/v)）

項目 硫化水素 ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ 硫化メチル 二硫化ﾒﾁﾙ

測定結果 <0.001 <0.0003 <0.0003 <0.0003
評価基準値 0.06 0.004 0.05 0.03

＜有機溶剤系物質＞ （単位：ppm(v/v)）

項目 酢酸エチル  ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ ｲｿﾌﾞﾀﾉｰﾙ トルエン キシレン スチレン

測定結果 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

評価基準値 7 3 4 30 2 0.8

＜アルデヒド類＞ （単位：ppm(v/v)）

項目 ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  i-ﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  n-ﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  i-ﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  n-ﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

測定結果 0.0008 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.002 <0.002
評価基準値 0.1 0.1 0.07 0.03 0.006 0.02

＜低級脂肪酸＞ （単位：ppm(v/v)）

項目 ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸 n-酪酸 i-吉草酸  n-吉草酸 

測定結果 <0.003 <0.0001 <0.0001 <0.0001
評価基準値 0.07 0.002 0.004 0.002

＜窒素化合物＞ （単位：ppm(v/v)）

項目 ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ アンモニア

測定結果 <0.001 <0.1
評価基準値 0.02 2

採 取 場 所 採 取 日 時

直島（施設境界） 平成29年11月30日11:38～12:40

採取年月日 採取地点 粉じん濃度

(mg/m3)

PCB(mg/m3）
鉛及び

その化合物

(mg/m3)
0.059 ＜0.001 ＜0.005

ガス状濃度 0.037 ＜0.001 -
粒子状濃度 0.020 ＜0.001 ＜0.005

0.1 10評価基準 100

ダイオキシン類濃度

(pg-TEQ/m3)
11月30日
9時～16時
(7時間採取)

直島環境セン
ター施設境界

0.054
測定濃度

形態別濃度

１．直島中間処理施設の撤去等に係る環境計測結果 

（１）除去・除染中の施設の境界における環境計測結果（直島） 

表１ 騒音調査結果（H29.11.30～12.1）      表２ 振動調査結果（H29.11.30～12.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 悪臭調査結果（H29.11.30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４ 排気調査結果(H29.11.30) 
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（単位：ｄＢ）

時刻
時間の
区分

12時 21 23 ≦20
13時 29 32 27
14時 30 33 29
15時 28 30 25
16時 26 32 23
17時 ≦20 21 ≦20
18時 ≦20 ≦20 ≦20
19時 ≦20 21 ≦20
20時 ≦20 21 ≦20
21時 ≦20 ≦20 ≦20
22時 ≦20 ≦20 ≦20
23時 ≦20 ≦20 ≦20
24時 ≦20 ≦20 ≦20
1時 ≦20 ≦20 ≦20
2時 ≦20 ≦20 ≦20
3時 ≦20 ≦20 ≦20
4時 ≦20 ≦20 ≦20
5時 ≦20 21 ≦20
6時 ≦20 21 ≦20
7時 24 26 22
8時 29 33 28
9時 30 33 28
10時 29 30 27
11時 31 35 28

備考：１．定量下限は、20dBである。
　　　：２．L50、L10及びL90の平均値は、相加平均である。
　　　：３．評価基準値はＬ１０において昼間６５dB、夜間６０dB

昼

昼 28 30 27

夜 ≦20 21 ≦20

L50 L10 L90

天候 風向（風速：m/sec)

晴 南東(2.0)

＜硫黄化合物＞ （単位：ppm(v/v)）

項目 硫化水素 ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ 硫化メチル 二硫化ﾒﾁﾙ

測定結果 <0.001 <0.0003 <0.0003 <0.0003
評価基準値 0.06 0.004 0.05 0.03

＜有機溶剤系物質＞ （単位：ppm(v/v)）

項目 酢酸エチル  ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ ｲｿﾌﾞﾀﾉｰﾙ トルエン キシレン スチレン

測定結果 <0.01 0.08 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

評価基準値 7 3 4 30 2 0.8

＜アルデヒド類＞ （単位：ppm(v/v)）

項目 ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  i-ﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  n-ﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  i-ﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  n-ﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

測定結果 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.002 <0.002
評価基準値 0.1 0.1 0.07 0.03 0.006 0.02

＜低級脂肪酸＞ （単位：ppm(v/v)）

項目 ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸 n-酪酸 i-吉草酸  n-吉草酸 

測定結果 <0.003 <0.0001 <0.0001 <0.0001
評価基準値 0.07 0.002 0.004 0.002

＜窒素化合物＞ （単位：ppm(v/v)）

項目 ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ アンモニア

測定結果 <0.001 <0.1
評価基準値 0.02 2

採 取 日 時採 取 場 所

直島（施設境界） 平成30年8月20日11:34～12:40

時刻
時間の
区分

時間の
区分

12時 60 64 59 61
13時 62 66 60 63
14時 62 67 60 64
15時 61 65 60 62
16時 61 66 60 63
17時 61 65 60 62
18時 61 65 60 62
19時 61 65 60 62
20時 60 63 60 61
21時 60 61 59 60
22時 60 61 59 60
23時 60 61 60 61
24時 60 61 60 60
1時 60 61 60 60
2時 60 61 60 60
3時 60 61 60 60
4時 61 61 60 61
5時 61 66 60 62
6時 62 66 60 63
7時 62 66 61 63
8時 63 69 62 67
9時 62 65 61 63
10時 62 64 61 62
11時 62 66 61 63

備考：１．L50、L5及びL95の平均値は、相加平均である。
　　　：２．Leqの平均値は、パワー平均である。
　　　：３．昼の平均値(Leq)は、朝・昼間・夕の時間帯についての平均である。
　　　：４．評価基準値はＬ５において昼間７０dB(A),朝・夕６５dB(A),夜間６０dB(A)

夕 60 63 60

昼間 62 66 60

63昼

（単位：ｄＢ(A)）

L50 L5 L95 Leq

夜 61

朝 62 66 61

夜間 60

昼間
昼

62 60

（２）解体撤去工事中の施設の境界における環境計測結果（直島） 

表５ 騒音調査結果（H30.8.20～21）            表６ 振動調査結果（H30.8.20～21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表７ 悪臭調査結果（H30.8.20） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表８ 排気調査結果(H30.8.20) 

採取年月日 採取地点 粉じん濃度

(mg/m3)

PCB(mg/m3）
鉛及び

その化合物

(mg/m3)
0.32 ＜0.001 ＜0.005

ガス状濃度 0.16 ＜0.001 -
粒子状濃度 0.160 ＜0.001 ＜0.005

0.1 10

ダイオキシン類濃度

(pg-TEQ/m3)

測定濃度

形態別濃度
評価基準

8月20日
9時～16時
(7時間採取)

直島環境セン
ター施設境界

0.24

100  
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図１ 直島施設の撤去等に係る環境計測の調査地点 

排気・悪臭調査地点 

 

 

騒音・振動調査地点 

 


